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取扱説明書

品質保証書付

●お子さまの安全のため、こ使用前に必す本書を読み、十分こ理解の

うえ、記載された内容に従しヽ正しくお使いください。

●本書は、チャイル ドシートをお使しヽになる車の中など、すぐに読め

る場所に保管してくださしヽ。

●チャイル ドシー トを他のお客さまにお譲りになる場合|よ、必す本

書もあわせてお渡しくださしヽ。

●安全運転を励行してくださしヽ。

赤ちゃんをいちばんに、そして社会にもやさしく。一――――ベビーコンシャスケア
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安全にお便いいただくために

このたびは、コンビチャイルドシートをお買い上

げいただき、ありがとうございました。
ご使用の前に、この「安全にお使いいただくため

に」をよくお読みのうえ、正しくお使いください①

●ここに示した注意事項と、お子さま、車の座席の条

件は、チャイル ドシー トとしての機能を発揮させ

て、安全に正しくお使しヽしヽただくためのものです。

「危険」、「警告」、「注意」の表示は、これらの注意事

項が守られなかつた場合に予想される、危害
・損害

の、切迫度や大きさにより区分したもので、大変重

要な内容です。必すお守りください。

Bチ ャイルドシートは、交通事故などの場合にお子さまの傷 日

!書
を軽減することを目的としており、必すしも事故からお

 :
日子さまを無傷で守るものではありません。       日
Lロ ロロロョロロロロロロロロ0ロ ロロロロロロロ0ロ ロ』

表示 表示の内容

△危険
誤つた取り扱いをすると、人が死亡また|よ重傷

を負う危険が切迫して生じることが想定され

る内容です。

△警告
誤った取り扱しヽをすると、人が死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容です。

△ 注意
誤った取り扱しヽをすると、人が傷害を負つた

り、物的損害が起こる可能性があります。

次の3つの条件をすべて満たすお子さまに使つていただけます  こ のようにお使いいただけます

●体重 :フ kg～ 18k目未満。

(参考年齢=生 後4カ月ころ～4歳ころ)

0身 長 !チ ャイル ドシー トに座らせたとき、後頭部が

背もたれから上に出なしヽ。

●首がしつかりすわつたお子さま。

取り付けできない座席があります

●後向きi体重フkg～ 1 0kg未 満のお子さま

前           後 座席

●前向き1体重9kg～ 1 8kg未 満のお子さま

前           後 座席

てしヽなしヽ座席。

●進行方向に対して横

向き、または後向き

の座席。
  //魚

△危険
●エアパッグのついた座席では

エアパッグが装着された座席にチャイ

ルドシートを装着し使用すること|よお

やめください。衝突時、エアパッグの

作動により大きな衝撃を受け、危険な

状況になります。エアパッグの装着さ

れていない座席で使用してくださしヽ。

● 座 席 の 奥 行 き が

45cm以 下の場合。

●シー トベル トが座席

の中間か ら出てい

る座席。

※チャイル ドシー トの

シートベルト通し穴位

置よりも前方向から

シートベルトが出てい

る座席。

●パッシブシー トベ

ル トのついた座席。

●シートの中央が極端に盛り上がつてしヽ

て、取り付けたときに不安定になる座

席。

Q&Aコ ーナー

Q/エ アパッグシステムとは

A 事 故などの衝突時に、車に内蔵のエアバックが瞬間的に膨張

し、とくに頭部などへの衝撃を緩和する装置。

Q/パ ッシブシートベルトとは

(オートマチックシートベルト)

A 車 の座席に座つてドアを閉めると、自動的にシートベルトを装

着してくれる装置のこと。とくに輸入車に多くみられる。



●使用条件に適合しなしヽお子さま ・座

席などでは使用しなしヽでくださしヽ。

●車に取り付けるときは、必すシー ト

ベル トで固定してくださしヽ。ひもな

ど、シー トベル ト以外のもので固定

しなしヽでください。

●チャイル ドシー トの座席部を横向き

にしたまま走行しなしヽでくださしヽ。

(お子さまの乗せ降ろしのときのみ

使用してください)

●車のシー トベル トおよび座席の種

類などにより、取扱説明書どおり

にチャイル ドシー トをしつかり固

定できないときは、使用しないで

ください。

●お子さまがチャイル ドシー トの上

で立ったり、中l要になつたり、正

座をしないように注意してくださ

い。座らせるときには、お子さま

に胸あてパッドを装着してベル ト

を差し込み、差し込み金具がしっ

かり固定されてしヽることを確認し

てください。

次のような使いかたは、チャイル ドシー トが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります

△警告

お子さまを車内に1人で放置することはおやめください。日差しの強い日などには車内の温度が高くなり、お子さまが

脱水症状になる恐れがあります。また予期せぬ事故のもととなります。必す保護者が同乗し使用してください。

次のような便いかたは、チャイル ドシー トが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐Tlがあります

●車のシートベルトに傷がある場合は、

その座席に取り付けないでくださしヽ。

●幼児用ベル トに傷が付しヽたときは、

必す新ししヽベル トに取り替えてく

ださしヽ。(お買い上げの販売店また

は弊社のお客さま相談室にお問しヽ

合わせくださしヽ)

0お 子さまがバックルボタンを押し

●衝突事故や製品を落下させたときな

ど、1度でも強しヽ衝撃を受けたチャイ

ル ドシー トは、夕+見上の破損がなくて

も絶対に使用 しないでくださしヽ。

●幼児用ベル トをたるませて使用する

と、ベル トが首に巻きつき窒息する恐

れがあります。

●幼児用ベルトは正ししヽ長さに調節してく

ださい。(P6参照)

●左右の差し込み金具を確実にパックルに

差し込んでくださしヽ。(P5参照)

●肩部の幼児用ベルトをゆつくりと引き、そ

の後ベルトが伸びきつたままにならない

ことをこ確認くださしヽ。

砂

次のような使いかたは、同乗している方やお子さまに危険をまねく恐Tlがあります

●シフトレバーやパーキングブレーキ

などの運転操作に支障をきたす場合

は、助手席にチャイル ドシー トを取

り付けなしヽでください。

●2ド アや3ド アの車で後座席に人が

乗る場合に|よ、緊急時の脱出のた

め、チャイル ドシー トを助手席に取

り付けなしヽでくださしヽ。

●お子さまが乗つていないときでも、

チャイル ドシー トは必すシートベル ト

で常に座席に固定してくださしヽ。

●前座席にチャイル ドシー トを後向きに

取り付けて助手席側の ドアミラーが見

えにくしヽときは、後座席に取り付けて

くださしヽ。



△警告

チャイルドシートの本来の機能をはたすため、走行前や走行中の停車時、走行後には、下記の事項を点検してくださ

費全にお便いいただくために

い 。

幼児用ベル トが正ししヽ肩部ベル ト

通し穴の位置にセットされてしヽる

こと

差し込み金具|よ「カチッ」と言が

するまでバックルに差し込まれて

しヽること

座席回転装置のロックがしつかり

とかかつてしヽること

(座席部を回して確認してくださしヽ)

チャイル ドシー トが車の座席に

しつかりと固定されてしヽること

(本体を前後にゆすり、確認し

てくださしヽ)

幼児用ベル トにねじれやたるみ

がなしヽこと

幼児用ベル トのロックがしっかり

とかかつてしヽること (幼児用ベル

トを勢しヽよく引しヽて、確認してく

ださしヽ)

シー トベル トのタングプレー トが

「カチッ」と音がするまでバックル

にしつかりと差し込まれてしヽること

△注意

●チャイル ドシー トに直接日光

が当たると、本体や差し込み金

具、ロッキングクリップなどが

熱くなることがあります。お子

さまを座らせる前に各部にさ

わって、やけどをしなしヽことを

確認してから使用してくださ

しヽ。夏場や国差しの強しヽときは

日陰に駐車するか、本体に布な

どのカバーをかけてくださしヽ。

●走行中|よ、チャイル ドシー トの

操作や調整をしなしヽでくださ

しヽ。また、同乗してしヽる他のお

子さまがチャイル ドシー トに

さわらないようにしてくださ

しヽ。

●車の中のチャイル ドシー ト以

外の目的に|よ使用しなしヽでく

ださしヽ。通常の椅子として使用

すると、転侮」してけがの原因と

なります。

●チャイル ドシー トを改造した

り、本書に記載されてしヽなしヽ取

り扱しヽかたでは使用しなしヽで

くださしヽ。

●車の座席にクッシ∃ン、座8 とヽ

んなどを敷しヽたままでチャイ

ル ドシー トを取り付けないで

くださしヽ。

●ロッキングクリップ|よ、チャイ

ル ドシー トを固定する以外の

目的で使用しないでくださしヽ。

●チャイル ドシー トを風雨にさ

らすことはおやめくださしヽ。
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舌部のなまえ

肩部ベル ト通しア

ベルトカパー

バックルボタン

′ヾックリ

腰部ベルト通し穴

リクライエングレパー

座席回転ボタン

シー トクッション

肩部ベル ト通し穴

フック (左右)

フック (左右)
※シー トクッションの内側

シー トベル ト通し穴

シー トベル トガイド

本書で使われる 「本体」 「座席部」 「ベース部」とは、
以下の部分をしヽしヽます。

―ス部

幼児用ベル ト

差し込み金具

胸あてパッド

シー トクッション

●ヘッドパッド

●インナーシート

※EXタ イプのみ

幼児用ベル ト

ベル ト調節金具

ELR付 きベル ト

4

●ロッキングクリップ

ロッキングクリップは、

シートベルトのゆるみを

防ぐために使います。

(取り付けかたはP10を

こ覧くださしヽ。)



車に取り付ける前に、パックルの留めかたとはすしかたを確認し、幼児用ベルトの通し穴位置、長さを適正な位置に

含わせてください。

バックルボタンを押して差し

込み金具を抜き、胸あてパッ

ドを手前にたおして、お子さ

まを座らせます。
差し込み金具

2お 子さまの左右の腕を幼児用
ベルトに通

し、ベルトがねじれてしヽなしヽことを確か

めて、左右の差し込み金具をバックルに

「カチッ」と音がするまで差し込みます。

3差 し込み金具を引き、しつ

かり固定されてしヽること

を確認してくださしヽ。

●差し込み金具がパックルに完全に差し込まれて

いないと、本来の機能を|よたさす危険です。

●差し込み金具は確実に固定してください。差し

込み金具がはすれると、ベルトが首に巻きつき

窒息するなどの恐れがあります。

●胸あてパッドは、ねじったり、折り曲げたり、乗つたりしないで、ていねいに扱つてください。胸あてパッドが

破損し、本来の機能をはたさないことがあります。

●チャイルドシートが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります。図のような座らせ方はおやめくださしヽ。

パックルボタン

胸あてパッド

1上に悪彗玉洋経抱tは姦嘉野Pす房壕斗ユラ夢居昌
度を調節します。

2レ パーから指を離して座席部を前後に揺すり、

しつかリロックされた状態であることを確認して

くださしヽ。

●リクライエングしづらい場合は、車の背もたれを1～2段リ

クライエングさせるとできます。この場合、車の背もたれを

チャイルドシートに接するように再度起こしてください。

●車の背もたれがリクライエングできない場合は、チャイルド

シートのリクライエング操作ができないことがあります。

リクライエングレパー

5



チャイルドシートを取り付ける前に、必す肩部ベルト通し穴の位置を決めてください。

●幼児用ベルトは、着座したお子さまの肩のすぐ上の肩

部ベルト通し穴に通します。

●幼児用ベル トがお子さまの両肩にフィットしていな

いと、衝撃が加わつたときに肩からはすれ、チャイル

ドシートとして機能しません。

■調軽の手順

肩部ベル ト通し穴

2図 のような手順で、幼児用ベルトを背面のベルト調節金具に取り付けます。1幼 児用ベル トをベル ト調節

金具から引き抜き、お子さ

まにあつた肩部ベル ト通し

穴に入れ直します。

お子さまの体型・肩部ベルト通し穴の位置に含わせ、幼児用ベルトが体にフィットするように幼児用ベルトの長さを調整します。

●ベルト調節金具を引き上げすぎると、幼児用ベルトの

巻き取り機能が働かなくなります。幼児用ベルトの長

さを調節するときには、図のようにベルト調節金具を

5cm程 度引き出した位置でセットしてください。

●幼児用ベルトがベルト調節金具からはすれることを

防ぐために、図のように必す 幼児用ベルトを5cm以

上余裕をとつてセットしてください。

●幼児用べ)レトをたるませて使用すると、ベルトが首に

巻きつき窒息する恐れがあります。

■幼児用ベルトを短かくするときには

矢印●の方向に幼児用ベルトを引き、0

方向に引つ張ります。

■幼児用ベルトを長くするときには

矢印●の方向に幼児用ベルトを引き、

たるみをもたせて、の方向に引つ張り

ます。

お子さまと幼児用ベルト

の間に大人の手のひらが

入るように、張り具合を調

節してください。
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1座 席回転ボタンを押しながら、チャイルドシートの

座席部を回します。 (少し動しヽたら座席回転ボタン

から指を離してくださしヽ)

2「ヵチッ」と音がしてロックがかかります。 (前向

き 。後向きとも)

チャイルドシートの座席部を左右に動かして、確実

にロックされていることを確認してくださしヽ。

※横向きにした場合、ロックはかかりません。

座席回転ボタン

チャイルドシートの座

席部を横向きにしたま

ま走行することはおや

めください。

座席の背部や下部の

すき間に手や指を入

れたまま、回転操作を

しなしヽでくださしヽ。

ヘッ膨〔ッド 翌 射レト2 ブ〔ックリレ1ヘ ッドパッドベルトを幼児用ベルトの通つてしヽる肩

部ベル ト通し穴と同じ位置に通します。

2ヘ ッドパッドベルトのパックルを上から回し込みま

す。

3ヘ ッドパッドベルトを図のように通して、ヘッド

パッドの位置がすれなしヽように締め付けます。

●はすしたヘッドパッドは車の室内に放置し

ないでくださしヽ。

●チャイル ドシー トを持ち運ぶときに1よ、
ヘッドパッドをつかまないでくださしヽ。

●お子さまによつてはチャイルドシートに座らせたと

き、腰の両側にすき間ができる場合があります。こ

のようなときには、インナーシー トをチャイル ド

シートの座画に敷しヽて使用してくださしヽ。

7 すき間がある/メ

インナーシート



事への取り付けかた (準備する)

■お子さまの体重によリチャイルドシート座席部の向きを回転させてこ使用ください。下記の条件にし

たがい向きを選んでください。

●後向き

体重フk宮～10k宮

※車の座席の形状などに

より、取り付けできなしヽ

場合があります。詳しく

は、P]を 参照 してくだ

さしヽ。

●前向き

体重9k宮～1

△警告
●チャイル ドシー トがしつかりと固定できなしヽ場合は、本来   接 触する場合、運転の妨げになりますので助手席での使用
の機能をはたさす大変危険ですので使用しなしヽでくださ   は おやめくださしヽ。

い。                           ● 2ドア・3ドア車で後座席に人が乗車する場合、緊急時の脱

●助手席にチャイル ドシー トを取り付けて ドアミラーが見   出 の妨げになりますので助手席にはチャイル ドシー トを

えにくしヽ場合、後座席に取り付けてください。        取 り付けなしヽでくださしヽ。

●お子さまが乗っていないときでも、チャイル ドシー トは必  ● チャイル ドシー トの座席部を横向きにして使用すること

すシー トベル トで常に座席に固定しておしヽてください。    は おやめくださしヽ。座席部がロックされす、不安定になり

0シ フ トノブやサイドブレーキなどにチャイル ドシー トが   ま すので、大変危険です。

シー トベル トの種類 特 徴 ロッキングクリップの使用・不使用

●ELR付き3点式シートベルト
ELR付き2点式シートベルト

(匡L日とは緊急ロック式ベルト巷き取り装置
のことです)

通常は、ゆつくりと引くとベル トが自由に出入

りし、急ブレーキや衝突などの衝撃を感畑した

ときだけ固定機能が働き、ベル トが固定される
シー トベル トです。

必すロッキングクリップを取り付けてくださ

しヽ。

チャイル ドシー トがぐらつき危険です。

●A/ELR付 きシー トベル ト

(A/ELRと はALRと して使用できるELR巻

き取り装置のことです)

通常|よELRベルトとして機能しますが、ベルト
を全部引き出すとELR機能が解除され、戻す方
向にベルトが自動的に締まるシートベルトで
す。また、ベルトをすべて引き戻したときには
ELR機能に戻ります。

]度シートベルトを全部引き出してから、チャ
イルドシートを固定してください。
ロッキングクリップがなくても固定できま
す
。
一

●ALR付 きシー トベル ト

(AL日とは自動ロック式巻き取り装置のこと

です)

ベル トを引き出す途中で止めるとロックされ、

それ以上引き出されなくなるシー トベル トで

す。

チャイルドシートを固定するのに十分なシー

トベルトを引き出して固定してください。
ロッキングクリップがなくても固定できま
す。

●NL日付きシー トベル ト

(NLRと は非ロック式ベル ト巻き取り装置の

ことです)

ロック機能のない巻き取り装置のことで、任意
の位置で長さを調節して使用します。

チャイル ドシー トに合わせてシー トベル トの

長さを調整し、固定してください。

泌事に応tうて、□ ソヽキングク ) ソヽプケ伸用|フ

●マニュアル式シートベルト 巻き取り装置の付いていないシートベル トの
ことです。

てください。

■シートベルト種類により、ロッキングクリップの使用に有無があります。シートベルトの種類を確認の上、使用
してください。

●車に取り付ける前に、チャイル ドシー トの座席の向

きを決めます。チャイル ドシー ト座席部を回転させ

て、前向きまたは後向きにします。 (「チャイル ド

シー トの座席部回転のしかた」Pフ参照)

●しつかりとロックがかかつたことを確認して、チャ

イル ドシー トを座席に乗せます。

※座席部の回転は、車の座席に取り付けた後でもでき

ますが、あらかじめ向きを決めて取り付けることを

おすすめします。 8後向き 前向き



1 車

のシー トベル トをベル ト通し穴li子

『 :。

※ベル ト通し穴が狭く

なつていますので、

ショルダーベル トを

たるませた状態にし

てベル トを送り込む

ように入れてくださ

い 。

手を奥まで入れ込まないでください。

①車のタングプレートをバックルに「カチッ」と首
がするまで差し込みます。

※シー トベル トにねじれのないことを確認してください。

②ベースの底画および

背画をしつかりと座

席 につけ、シ ョル

ダーベル トを引しヽて

ください。

車のシー トベル トをベル ト通し穴に通します。

ウェストベルト

①車のタングプレートをパックルに「カチッ」と音
がするまで差し込みます。

9

※ベル ト通し穴が狭く

なつていますので、ベ

ル トを送り込むよう

に入れてください。

手を奥まで入れ込まないでくださしヽ。

タングプレート

吟あ

※シートベル トにねじれのないことを確認してください。

②ベースの底画および

背面をしつかりと座

席につけ、ウエス ト

ベル トを強く引き固

定します。



1/
%

ロッキングクリップを図の位置に取り付けます。

※ベルト通し穴に近しヽ位置に取り付けます。

ロッキングクリップの取り付けかた

①図のようにショルダー

ベルトとウェストベル

トを2枚合わせ、回ッ

キングクリップの溝に

入れます。

②ウェストベルトを反対

側の溝に入れます。

③ショルダーベルトを図
のように、輪を作りな

がら反対の溝に入れま

す。

④輪の上側のベルトを強

く引き固定します。

※ チャイルドシートがすれ

ないように手で押さえな

がら水平に引きます。

③しつかりと固定した

ら、ショルダーベルト

の輪のたるみをなくし

ます。

最後に「取り付け完了チエックのしかた」(P12)に

従しヽ(し つかり固定したか確認してください。

沖
ウェストベルト

●マニユアル式シートベルトの場合

シートベルトがゆるむ場合は、ロッキングクリッ

プを取り付けてくださしヽ。

(取り付けかた|よ、「3点式シートベルトの座席の

場合」の手順 3を ご覧くださしヽ)

OELR付 き2点式シートベルトの場合

ロッキングクリップを図の位置に取り付けます。

(「EL日付き2点式シートベルトの場合には」Pl]

をこ覧くださしヽ)

最後に限 り付け完了チエックのしかた」(P12)に

従い、しつかり固定したか確認してくださしヽ。

取り付けづうい車や、ぐらつく堀含などの対応0し

かたについては  ,。     . キ | ギi ll:|

P]1を ご覧ください。            ;

不要鹿な場合ヤ
「i卜盤 ご貰もま士しヽ。
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屯
―
車のシートベルトをベルト通

し穴に通します。

(P9「 車べの取り付けかた」

手順1、2参照)

図中①の位置で2枚のベル ト

を合わせてつかみ、パックル

をはすし引き抜きます。

①2枚のベルトがすれないよ
うに、ロッキングクリップ
を取り付けます。

②図のように上側のベルトを
引しヽてロッキングクリップ

とタングプレートの間を短

くします。

③ロッキングクリップ上のた
るみをなくします。

①再び、シートベルトをベルト
通し穴から送り入れます。

②上から強く押しつけながら、

③パックルにタングプレート
を差し込みます。

②

③

タングプレートをパックルに差し込み、車のシートベルトを全部引き出して、図のような手順でロッキングクリップを取り付けます。

ク
ロッキングクリップに

シートベルトを2枚重ね

て通します。

③の→方向に上側の

シートベルトを強く引

き、次に上にたるむシー

トベルトを④の→方向
に引きます。

⑤、最も引いた状態で1

度パックルをはすしま

す。⑥

シ千トベルトを回ッキ

ングクリップにかけ、②
の一方向に強く引き③
のたるみをとります。

最後に、本体を座席に押

しつけながらタングプ

レー トをバックルに差

し込みます。③

前座席に取り付けた場合

取り付け手順終了後、座席を前にスライドさせると、より確実に固定できます。

前座席で後向きの使用をする場合

ダッシュボードとチャイルドシートの背画が接するようにすると、より確実に固定で

きます

※車により、ダッシュボードに接しない場合があります。

後座席で後向きの使用をする場合

車の前座席を後ろにスライドさせ、チャイルドシートの背画と接するようにすると、

より確実に固定できます。

前向き、後向きにかかわらすエアパッグが装着された座席ではこ使用になら

ないでくださしヽ。エアバッグの作動による衝撃で危険な状態になります。



短ベル ト (バックルの付しヽてしヽる

車のシー トベル ト)カミシー トベル

ト通し穴の角に当たり、しつかり

固定できない場合は、図のように

対応してください。

△警告
ひねりを力日えてもしつかり取り付

けできなしヽ場合は、こ使用をおやめ

ください。本来の機能をはたさす、

危険をまねく恐れがあります。

タングプレー トをはすしてバッ

クルを持ち、短ベルトに数回ひね

りをカロえて短くします。

2も う]度タングプレートを差し込

み、固定します。

取り付け完了チェックのしかた

取り付けが終わつたらチャイル ドシー トがしつかりと固定されているか、次のことを確認してください。

●チャイルドシートが車の座席にしつかり固定されているか、本体を前後にゆすつて確認してください。

〔後向き〕

1お 子さまが座っても、車のシー トベル トにゆるみのな

いこと。

※お子さまが座ると車の座席のクッションが沈み、シートベル

トがゆるむことがあります。

2車 のシー トベル トのタングプレー トがパ ックルに

しっかりと差 し込まれていること。

3チ ャイル ドシー トの座席部が、前向きまたは後向きの

位置でしつかりとロックさTlていること。

●幼児用ベルトを左右いつしょにつかみ、勢きよいよく

引きロックされること。手を離し引き出した幼児用ベ

ルトが戻ること。2つ を確認してください。

△警告
これらの項目をチェックし、しっかりと固定できなしヽ場合

|よ再調整してくださしヽ。それでもしつかりと固定できない

場合は、その座席では使用しないでください。本来の機能

をはたさす、危険をまねく恐れがあります。
1 2



お手入れのしかた

シートクッションのはすしかた

0ヘ ッドパッドとインナ
ーシー トをはすします。(EX

タイプ)

「ヘッドパッドの取り付けかた」「インナーシートの取り扱

しヽかた」(P7)をこ覧くださしヽ。

0ベ ル ト調整金具から幼児用ベル トを引き抜きます。

幼児用ベル トからベル トカバ
ー、差し込み金具をは

すします。胸あてパッドカバー|よ、裏側のマジック

テープをはがして|よすします。

※差し込み金具は、左右を確かめて、胸あてパッドのパック

ルに差し込んだままにしておくと、取り付けるときに簡単

にできます。

0シ
ー トクッションにつしヽてしヽる4カ 所のフックをは

すします。

0胸 あてパッドのところからシ
ー トクッションを|ます

し、そのまま上に引き上げます。

0
かヽ ハ、ッドノミッド
(EXのみ)

ベルトカバー

ヘレ
/0
差し込み金具

0フ ック(2カ所)

0 フック
クッシコンの
内側 (2カ所)

シートクッション、ベルトカパー、胸あてメヾッドカパー、インナーシート、ヘッドパッ

ドカパーの洗いかた

0洗 濯時は下記の項目を守つてください。

本体、幼児用ベルトのお手入れ方法
通常|よかたく絞つた布で水拭きしてくださしヽ。汚れがひ

どしヽ場合は、中性洗斉」を水で薄めた液で汚れを落として

から水拭きし、日陰で乾燥させてください。

警告

中性洗剤を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンなど有

機溶斉」の使用はおやめください。本体および幼児用ベル ト

をしヽためることになり危険です。

曲
液温は30tCを限界とし手洗いし

てくださしヽ。

手絞りの場合は弱く、洗濯機脱

水の場合は短時間で行つてくだ

さい。

強く絞ると、シワが残ることが

あります。

漂白斉」は使用しないでくださ

い 。

ドライクリーニングはしなしヽで

ください。 似∞孔よも
アイロン掛けはしないでくだ

さしヽ。
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幼児用ベル トクッション

胸あてパッド

腰部ベル ト 幼 児用ベル ト フック

シー トクッションを背の部分に

かけ、胸あてパ ッ ドをシー ト

クッションの中央の穴を広|ザて

通し、シー トクッションを全体

にかぶせます。

幼児用ベル トをシー トクッショ

ンのl要部ベル ト通し穴から表側

に引き、このとき、幼児用ベル ト

がねじれなしヽようにしてくださ

しヽ。

シー トクッションにつしヽてしヽる

フック4カ所をとめます。(シー

トクッションの内狽」のフック

は、腰部ベル ト通し穴にとめま

す)

インナーシートとヘッドパッド

の取り扱いについては、

フページの「ヘッドパッドの取り

付けかた」「インナーシートの取

り扱しヽかた」をこ覧くださしヽ。

32

幼児用ベル ト

ベルトカバー

54 胸あてパッドに胸あてパッドカ

バーをかぶせ、幼児用ベル トに

ベル トカバー、差し込み金具を

通します。このとき差し込み金

具の左右表裏を確認してくださ

しヽ。

幼児用ベル トを肩部ベル ト通し

穴に通し、ベル ト調節金具に取

り付けます。(ベル ト調節金具ヘ

の取り付けは「肩部ベル ト通し

穴位置の決めかた」(P6)をこ覧

ください。
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